
対象：搬送した心肺停止症例（市民によるPADによってROSCした症例を含む）
ただし、医療機関（6項イ）、居住する施設（住宅（一般住宅・5項ロ）、老人ホーム等（6項ロ・ハ）
で入居する施設（通所施設でない））は除く

傷病者情報

年齢： 歳
性別： □男 □女
覚知時刻（時間帯）： 時 （24時間制で分は不要） 覚知-接触時間： 分
発生場所：
心停止発生場所を消防法施行令別表第一にもとづき区分する。
防火対象物の敷地内の屋外は、その防火対象物の用途をチェックし、複合用途の敷地内の屋外

は、共用部分にチェックする。

□ １項イ 劇場、映画館
□ ロ 公会堂、集会所
□ ２項イ キャバレー、ナイトクラブ
□ ロ 遊技場、ダンスホール
□ ハ 風俗営業店
□ 二 カラオケ
□ ３項イ 待合、料理店
□ ロ 飲食店
□ ４項 百貨店、物品販売店舗
□ ５項イ 旅館、ホテル
□ ６項ハ 老人デイサービス、保育所等（通所施設のみ）
□ 二 幼稚園、特別支援学校
□ ７項 学校
□ ８項 図書館、博物館、美術館
□ ９項イ 蒸気浴場、熱気浴場
□ ロ 公衆浴場
□１０項 駅・バスターミナル（旅客の乗降または待合いの用に供するもの）
□１１項 神社、寺院、教会
□１２項イ 工場、作業所
□ ロ 映画館、スタジオ
□１３項イ 車庫、駐車場
□ ロ 航空機格納庫
□１４項 倉庫
□１５項 販売しない店舗・事業所
□１６項イ・ロ 複合用途防火対象物

□ 共用部分
□ テナント部分（テナントの用途を１項から１５項から選択しチェックする）

□１６項の２・３ 地下街・準地下街
□１７項 文化財
□ 道路
□ 工事現場、その他屋外

AED存在の有無
直近のAEDは、救急隊または消防隊の現場到着前にバイスタンダーが取り寄せることが可能な
位置に設置されていたか？
（例えば、覚知から2分で救急隊等が到着できる場所での心停止の場合は、市民が2分以内に現
場に持ってくることができる範囲にAEDがあったか？）
□ 有り □ 無し □ 不明

現場AEDありの場合
どこから持ってきたか
AED到着に要した時間



□AEDなし □AEDあり

厚生労働科学研究事業 アンケート バイスタンダー人数 （ ）人
内、医療従事者 （ ）人

AEDを思い
ついたか？

現場に
AEDは？

□装着なし□思いつかなかった □思いついた □装着あり

□押した□押さなかった

□AEDが見つからなかった
□貸してもらえなかった
□設置場所になかった
□設置場所が施錠・閉店後
□救急隊が先に到着
□その他

□電源がはいっていない
□操作が解らない
□ショックボタンを押すことを躊躇した
□音声メッセージが聞こえない
□音声メッセージの意味が解らない
□解析前または解析中に救急隊が到着した
□AEDが故障（操作したが作動しなかった）
□その他

□装着方法が解らない
□準備中に救急隊が到着
□音声メッセージが聞こえない
□パッドがなかった
□パッドを装着する事を知らない
□パッド装着を躊躇した
□頭が真っ白になった
□その他

119番指示：□呼吸の確認 □胸骨圧迫 □AED持参 □パッド装着

「その他」を選択した場合の具体的内容

パッドの
装着は？

ショック
ボタンを押したか？

AEDを取りに
いったか？

□行かなかった/行けなかった □行った

□必要ないと思った
□設置場所を知らない
□設置場所を知ってい
たが遠かった
□人手がなかった
□その他

AED到着に
要した時間
（ ）分

ショック適応

□なし□あり


